
あわじ荘 
ノーリフティングケア

の取り組み 



ノーリフティングケアとは 

利用者様の身体を人の手で持ち上げたり、抱え上げたり、
ベッド上で引きずって移動しない介助方法です。車いす
やベッドから移乗する際に、リフトなどの福祉機器を適
切に使うことにより、介護する側・される側の双方の負
担が軽くなるメリットがあります。 
利用者様への質の高い介護サービス提供が可能となり、
また、介護職員の腰痛予防や介護負担軽減、やりがいや
モチベーションアップにもつながっています。 



腰痛予防対策指針 
国は平成25年６月に、適用範囲を福 祉・医療分野における介護・看護作業全般

に広げるなど、改訂を行いました。  

職場における腰痛予防対策指針での重量制限 

  男性・・・重量制限は体重のおおむね40％以下 

  女性・・・重量制限は男性の制限の60％ 

人を抱え上げる作業など腰に負担のかかる作業については、リフトなど

を積極的に使用し、 原則、人力では行わせないようにする。それが困難

な場合には、負担を減らすための福祉 用具を導入するなどの省力化を行

い、腰への負担を軽減する。 



令和４年４月 
ひょうごノーリフティングケアモデル施設 

に認定されました 

・ 

あわじ荘のノーリフティングケアの目的 

●職員の誰もが安心して安全に働ける職場 

●対象者も安全で安心してケアを受けられる職場 

          を作ること 

  



職員教育・技術指導 

福祉用具の 

導入・管理・整備 

個別アセスメント・ 

プランニング 

職員健康管理・ 

環境整備 

ノーリフティングケア推進のための視点 



あわじ荘ノーリフティングケア推進体制 

統括マネジメント 
 全体の進捗管理 

  ■サービス向上委員会 

       

職員教育 
 〇技術向上 指導者養成 

 機器使用習熟 リスク管理 

 ◎技術チェックの実施 

  ■研修委員会 

健康管理・環境整備 
 〇腰痛予防 危険箇所の把握と改善 

  ■安全衛生委員会 

広報 
 ◎外部への発信・セミナー開催 

  ■サービス向上委員会 

   

個別プランニング 
 〇個別アセスメント・  プラン 

   ニング・  職員への周知  

  ■カンファレンス 街会議 

  

福祉用具の管理 
 〇使用状況・必要数の把握・ 

   計画的整備 

  ■支援課会議 

  



職員教育 

・ノーリフティングケアの理念 

・適切なケアの技術 

・福祉用具の使用方法の習得 

・自身の健康を守ることの大切さ 

 
 



基本的な技術習得 

くり返しくり返し・・・・ 



福祉用具の導入・管理・整備 
 ■ 福祉用具の計画的導入 

   どんな用具が腰痛予防に効果があるかを調べる 

   自分の施設に導入した場合の効果を考える  

     職員の健康 

     利用者の健康、心身機能の維持 

     時間や費用の節約になるか 

■ 福祉用具使用の習得研修 

■ 導入の効果検証（腰痛発生者数、腰痛による休職や離職の数、利用者の心身状態） 

■ メンテナンス 

■ 更新 

    



導入した福祉用具 

スタンディングリフト 

スライディングシート 
スライディンググローブ 

ロールボード 
フレックスボード 
スライディングボード 

床走行式リフト 跳ね上げ式車椅子 



個別アセスメント・プランニング 
 
■ ご利用者の身体状況のアセスメント 

■ 移乗や移動の方法と使用する福祉用具 

■ ベッドや車いす、クッションなどの選択 

■ 体位変換の方法、頻度 

        ↓ 

 ケアプランに記載し、日課に組み込む 
 

 

 





職員健康教育・労働環境改善 

■ 腰痛予防対策チェックリスト 

■ 腰痛検査 

■ 腰痛予防体操 

■ 腰痛を引き起こす作業や場所を検証する 



 業務環境の改善：①配膳方法の変更 

変更前：席配置と配膳車のトレイの並びがバラバラ 
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介助や見守りの必要度 
利用者同士の関係性 
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 変更後：厨房の協力を得て席配置に合わせてトレイを配膳車に載せる 
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 業務環境の改善：②下膳カートの変更 
変更前：トレイ置きが低い 
    食器入れが深い 

変更後：ワゴンと箱を購入 
    かがむ姿勢を回避 



とてもある
一部ある

あまりない 全くない

ノーリフティングケアは腰痛予防に効果があるか

とてもある
一部ある

あまりない
全くない

ノーリフティングケアは利用者ケアに効果があるか

職員の意識（令和５年６月アンケートから抜粋）    n＝33 



■ひとつでも取り組めるところから！ 

■自分の健康を守って、仕事ができるように 

■ご利用者が安心して生活できる環境をつくる 
 

 

ノーリフティングケアに取り組むにあたり 


